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18/36/72M ビッ トのプログラマブル FIFO

特長

■ メモリ構成

❐ 業界最大の先入れ先出し  (FIFO) メモリ容量 : 18M ビッ ト、
36M ビッ ト、 72M ビッ ト

❐ 選択可能なメモリ構成 : 
×9、 ×12、 ×16、 ×18、 ×20、 ×24、 ×32、 ×36

■ 最大 133MHz までのクロック周波数で動作 

■ 単方向動作

■ 独立した読み出しと書き込みポート

❐ 同時読み書き動作をサポート
❐ 読み出し処理と書き込み処理は、 読み出しクロッ クと書き
込みクロックの比率が 2 以下である限り、 独立したクロッ
クで実行することが可能で 、すべてのクロック  ド メ インに
わたってデータ  バッファ リングが可能になる 

❐ 複数の I/O 電圧標準をサポート :
3.3V と 1.8V の低電圧相補型金属酸化膜半導体 (LVCMOS)
電圧標準

■ 書き込みマスクと読み出しスキップ処理用の入出力イネーブ
ル制御 

■ マークと再送信 : ユーザーによりマークされる位置に読み出
しポインタをリセッ ト

■ エンプテ ィ、 フル、 ハールフル、 およびオフセッ トがプログ
ラム可能なオールモストエンプテ ィ とオールモスト フル状態
フラグ

■ 入力ポートから出力 ポートへデータを送信するためのフ
ロースルー メールボックス レジスタ  (FIFO シーケンスが不
要になる )

■ シリアルまたはパラレル モードを介してプログラム可能な
フラグとレジスタをコンフ ィギュレーシ ョ ン

■ シリアル プログラ ミング用の独立したシリアル クロック
(SCLK) 入力

■ FIFO 全体をクリアするためにマスター リセッ ト

■ データをクリアして、 プログラム可能な設定を保持するため
の部分リセッ ト

■ バウンダリ  スキャン機能のために提供されるジ ョ イン ト  テ
スト  アクシ ョ ン グループ (JTAG) ポート

■ 産業用途向け温度範囲 ： -40°C ～ +85°C

機能詳細

サイプレス社のプログラマブル FIFO ファ ミ リは、 業界最大容
量のプログラム可能な FIFO メモリ  デバイスを提供します。 こ
のデバイスは、最大 133 MHz までクロック供給できる独立した
読み出しポート と書き込みポートを持っています。 ユーザーは
入力と出力バス サイズを設定できます。 36 ビッ トの最大バス
サイズにより 4.8Gbps の最大データ  スループッ トが可能にな
ります。ユーザーがプログラム可能なレジスタにより、ユーザー
はデバイス動作を希望に応じてコンフ ィギュレーシ ョ ンするこ
とができます。 また、 このデバイスは、 実装とデバッグ処理工
数を削減し、 製品化までの時間を短縮し、 設計コスト を削減す
るように、簡単で、使いやすいインターフェースを提供します。
これによ り、 このデバイスは、 マルチプロセ ッサ イン ター
フェース、 ビデオとイメージ処理、 ネッ トワーキングとテレコ
ミ ュニケーシ ョ ン、 高速データ取得、 または多くの異なったク
ロッ ク  ド メ インにわたって高速でバッ ファ リングする必要が
あるシステムなどの幅広いアプリケーシ ョ ン向けの理想的なメ
モリ  オプシ ョ ンになります。

製品の名前が示すとおり、 FIFO の機能は、 データが書き込み
ポートに書き込まれた同じ順番で読み出しポートから読み出さ
れます。書き込みと入力を有効にすると  (WEN & IE)、書き込み
ポート上のデータは、 書き込みクロックの立ち上がりエッジで
デバイスに書き込まれます。 読み出し と出力を有効する と
(REN & OE) 、 読み出しクロックの各立ち上がりエッジで読み
出しポート上のデータが取得されます。 読み出しクロックと書
き込みクロックの比率は 0.5 ～ 2 の範囲内にあれば、 読み出し
処理と書き込み処理の両方を異なった速度で同時に実行するこ
とができます。 FIFO がエンプテ ィ、 フル、 オールモストエン
プティ、 ハールフル、 オールモスト フル、 またはフルの状態に
なると、 適切なフラグが設定されます。

また、 デバイスはデータのマーク付けと再送信、 およびフロー
スルー メールボックス レジスタをもサポート します。 
デバイスのすべての特長および仕様は容量が異なった各種デバ
イス (CYF0072V、CYF0036V、および CYF0018V) に共通です。
すべての説明は、72M ビッ ト  (CYF0072V) デバイスが × 36 モー
ドで動作することを前提にした上で提供されます。 特に明記さ
れていない限り、 これらの説明は、 容量が異なったデバイス
(CYF0036V、と CYF0018V) 、およびポート  サイズ × 9、× 12、×
16、 × 18、 × 20、 × 24、 × 32 すべてに該当です。 唯一の違いは
入力と出力バス幅です。7 ページの表 1 に、×9、×12、×16、×18、
×20、 ×24、 × 32、 × 36 モード時の、 D[35:0] と Q[35:0] からの
有効なデータを持っている前述のバス構成を示します。

エラッ タ : シリコン チップ エラッ タに関する情報については、 31 ページのエラッ タを参照して く ださい。 詳細には、 ト リガー条件、 影響されるデバイス、 および提
案する回避策が含まれています。
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CYF0XXXVXXL [1] 用のピン一覧表

図 1.  209 ボール FBGA ピン配置 ( 上面図 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

A FF D0 D1 DNU PORTSZ0 PORTSZ1 DNU DNU RT Q0 Q1

B EF D2 D3 DNU DNU PORTSZ2 DNU DNU REN Q2 Q3

C D4 D5 WEN DNU VCC1 DNU VCC1 DNU RCLK Q4 Q5

D D6 D7 VSS VCC1 DNU LD DNU VCC1 Vss Q6 Q7

E D8 D9 VCC2 VCC2 VCCIO VCCIO VCCIO VCC2 VCC2 Q8 Q9

F D10 D11 VSS VSS VSS DNU VSS VSS VSS Q10 Q11

G D12 D13 VCC2 VCC2 VCCIO VCC1 VCCIO VCC2 VCC2 Q12 Q13

H D14 D15 VSS VSS VSS VCC1 VSS VSS VSS Q14 Q15

J D16 D17 VCC2 VCC2 VCCIO VCC1 VCCIO VCC2 VCC2 Q16 Q17

K DNU DNU WCLK DNU VSS IE VSS DNU VCCIO VCCIO VCCIO

L D18 D19 VCC2 VCC2 VCCIO VCC1 VCCIO VCC2 VCC2 Q18 Q19

M D20 D21 VSS VSS VSS VCC1 VSS VSS VSS Q20 Q21

N D22 D23 VCC2 VCC2 VCCIO VCC1 VCCIO VCC2 VCC2 Q22 Q23

P D24 D25 VSS VSS VSS SPI_SEN VSS VSS VSS Q24 Q25

R D26 D27 VCC2 VCC2 VCCIO VCCIO VCCIO VCC2 VCC2 Q26 Q27

T D28 D29 VSS VCC1 VCC1 SPI_SI VCC1 VCC1 VSS Q28 Q29

U DVal DNU D30 D31 PRS DNU [2] SPI_SCLK VREF OE Q30 Q31

V PAF PAE D32 D33 DNU MRS MB DNU MARK Q32 Q33

W TDO HF D34 D35 TDI TRST TMS TCK DNU Q34 Q35

注

1. 18M ビッ ト、 36M ビッ ト と 72M ビッ トのピン配置図 ； 1.8V と 3.3V IO 電圧オプシ ョ ン
2. 通常の動作を確保するために、 このピンを VSS に接続する ( 推奨 ) か、 または開放のままにすることが可能です。
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ピンの機能

ピン名 I/O ピンの説明

MRS 入力 マスター リセッ ト : MRS は内部読み出しと書き込みポインタを 「0」 に初期化し、 すべてのフラグを
リセッ ト し、 出力レジスタのビッ ト をすべて 「0」 にセッ ト。 マスター リセッ ト中に、 コンフ ィギュ
レーシ ョ ン レジスタはデフォルト値に設定される

PRS 入力 部分的なリセッ ト : PRS は内部読み出しと書き込みポインタを 「0」 に初期化し、 すべてのフラグを
リセッ ト し、 出力レジスタをすべて 「0」 に設定。 部分的なリセッ ト中、 コンフ ィギュレーシ ョ ン レ
ジスタの設定は保持される

PORTSZ [2:0] 入力 ポート  ワード  サイズ選択 : ポート  ワード幅選択ピン ( 読み出しと書き込みポート用に共通 )
WCLK 入力 書き込みクロック : 書き込みが有効になった時 (WENがアサート された時 )、立ち上がりエッジで FIFO

にデータを取り込む。 LD が HIGH の時、データは FIFO メモリに書き込まれ、 LD が LOW の時、デー
タはコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタに書き込まれる

LD 入力 ロード : LD が LOW の時、 D[7:0] はコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタへ書き込まれ、 Q[7:0] はコン
フ ィギュレーシ ョ ンレジスタから読み出される。 LD が HIGH の時、 D[35:0] は FIFO メモリへ書き込
まれ、 Q[35:0] は FIFO メモリから読み出される

WEN 入力 書き込みイネーブル : デバイスへの書き込みを有効にするための制御信号。 WEN が LOW の時、 入力
にあるデータは、 WCLK の各立ち上がりエッジで FIFO メモリまたはコンフ ィギュレーシ ョ ン レジス
タに書き込まれる

IE 入力 入力イネーブル : IE は、36 ビッ トのデータ入力ピンの有効と無効を制御するデータ入力イネーブル信
号。 このピンが有効になった場合、 D[35:0] ピン上のデータ  は FIFO に書き込まれる。 WEN が有効に
なった場合、IE レベルに関わらず、内部書き込みアドレス ポインタはいつも WCLK の立ち上がりエッ
ジでインクリ メン ト される。 これは、 「書き込みマスキング」 または、 いずれかの位置に書き込みをせ
ずに書き込みポインタをインクリ メン トするために使用

D[35:0] 入力 データ入力 : 36 ビッ トのバス用のデータ入力

RCLK 入力 読み出しクロック : 読み出しが有効になった時 (REN がアサート された時 )、立ち上がりエッジは FIFO
からの読み出しを開始。 LD が HIGH の時、 データは FIFO メモリから読み出されて、 LD が LOW の
時、 データはコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタから読み出される

REN 入力 読み出しイネーブル : デバイスからの読み出しを有効にするための制御信号。REN が LOW の時、デー
タは、 RCLK の立ち上がりエッジ毎に FIFO メモリまたはコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタから読み
出される

OE 入力 出力イネーブル : OE が LOW の時、 FIFO データ出力は有効になる。 OE が HIGH の時、 FIFO 出力は
High Z ( 高インピーダンス ) 状態になる

Q[35:0] 出力 データ出力 : 36 ビッ トのバス用のデータ出力

DVal 出力 データ有効 : Q[35:0] でデータが有効であることを示すためのアクテ ィブ LOW のデータ有効信号

MARK 入力 再送信用のマーク : このピンがアサート される時、 出力バスに表示されたデータに対応するメモリ位
置はマーキングされる。 任意の後続の再送信動作は読み出しポインタをこの位置へリセッ ト

RT 入力 再送信 : RT 上の HIGH パルスは、ユーザーが MARK ピンを使用してマークする FIFO の物理的位置に
内部読み出しポインタをリセッ ト。 再送信後のすべての読み出しサイクルが有効になるため、 以前に
アクセスされたデータは FIFO がエンプテ ィになるまで読み出される

MB 入力 メールボックス : アサート される時、 フロースルー メールボックス レジスタの読み書きが行われる

EF 出力 エンプティ  フラグ : EF が LOW の時、 FIFO は空である。 EF は RCLK に同期

PAE 出力 プログラム可能なオールモストエンプティ  フラグ : PAE が LOW の時、FIFO にプログラムされたオー
ルモストエンプティのオフセッ ト値に応じて FIFO はほとんど空になる。 このフラグは RCLK に同期

HF 出力 ハーフフル (Half-full) フラグ : HF が LOW の時、 FIFO の半分はフルになる。 HF は WCLK に同期

PAF 出力 プログラム可能なオールモスト フル フラグ : PAF が LOW の時、FIFO にプログラムされたオールモス
ト フルのオフセッ ト値に応じて FIFO はほとんどフルになる。 このフラグは WCLK に同期

FF 出力 フル フラグ : FF が LOW の時、 FIFO はフルになる。 FF は WCLK に同期
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SPI_SCLK 入力 シリアル クロック : SPI_SEN が有効になった場合、 SPI_SCLK の立ち上がりエッジで SPI_SI 入力に
供給されたシリアル データをオフセッ ト  レジスタにクロック入力する。

SPI_SI 入力 シリアル入力 : SPI モードでのシリアルデータ入力

SPI_SEN 入力 シリアル イネーブル : プログラム可能なフラグ オフセッ ト とコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタのシ
リアル ロードを有効にする

TCK 入力 JTAG 用テスト  クロック  (TCK) ピン

TRST 入力 JTAG 用のリセッ ト  ピン

TMS 入力 JTAG 用のテスト  モード選択 (TMS) ピン

TDI 入力 JTAG 用のテスト  データ入力 (TDI) ピン

TDO 出力 JTAG 用のテスト  データ出力 (TDO) ピン

VREF 入力基準
電圧

基準電圧 : 基準電圧 ( 使用した I/O 標準に無関係 )

VCC1 電源 コア電源電圧 1: 1.8V 電源電圧

VCC2 電源 コア電源電圧 2: 1.5V 電源電圧

VCCIO 電源 I/O への電源

VSS グランド グランド

DNU – 未使用 : これらのピンをフローテ ィングのままにすることが必要

ピンの機能 ( 続き )

ピン名 I/O ピンの説明
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アーキテクチャ

CYF0072V、CYF0036V、 と CYF0018V は、それぞれ 72M ビッ
ト、 36M ビッ ト、 および 18M ビッ トのメモリ  アレイです。 メ
モ リ構成はユーザーによ り コンフ ィギュレーシ ョ ン可能で、
ワードのサイズに ×9、 ×12、 ×16、 ×18、 ×20、 ×24、 ×32、 ま
たは ×36 のいずれかを選択することができます。 FIFO 機能と
関連機能を実装する論理ブロックは、これらのメモリ  アレイの
周りに配置されます。 
入力と出力データ バスは幅が最大 36 ビッ トです。 入力データ
バスは入力レジスタに接続され、 入力レジスタから メモリへの
データ  フローは書き込み制御論理ブロッ クにより制御されま
す。書き込み論理ブロックへの入力は WCLK、WEN と IE です。
書き込みを WEN で有効にし、入力を IE で有効にすると、入力
バス上のデータは WCLK の立ち上がりエッジでメモリ  アレイ
に書き込まれます。 これにより、 書き込みポインタもインクリ
メン ト されます。書き込みを有効にしますが、 IE を使ってデー
タ入力ピンを無効にすることにより、 書き込みの実行も メモリ
位置の内容変更もな く、 書き込みポインタのみがインクリ メン
ト されます。 
同様に、 出力レジスタはデータ出力バスに接続されます。 メモ
リから出力レジスタへの内容転送は、 読み出し制御論理ブロッ
クで制御されます。 読み出し制御論理ブロ ッ クへの入力は
RCLK、 REN、 OE、 RT と MARK です。 REN で読み出しを有
効にし、 OE で出力を有効にすると、 読み出しポインタがポイ
ン ト しているメモリからのデータは、 DVal がアクテ ィブ LOW
になると同時にRCLKの立ち上がりエッジで出力データ  バスに
転送されます。出力が無効ですが、読み出しが有効である場合、
出力は高インピーダンス状態になりますが、 読み出しポインタ
は内部でインクリ メン ト されます。

書き込み処理では、 実行される書き込みの回数はいつも偶数で
す ( すなわち、 最小書き込みバーストの長さは 2 で、 書き込み
の回数はいつも 2 の倍数です )。 一方、 読み出し処理では、 実
行される読み出しの回数は、 偶数にも奇数にもなり得ます ( す
なわち、 最小読み出しバーストの長さは 1 です )。
MARK信号は、データが必要に応じて再送信される位置を「マー
ク」 するために使用されます。 RT 信号は、 マークされた位置
からデータを再送信するためにアサート されます。

リセッ トについて

FIFO は 2 つの方法でリセッ トできます : マスター リセッ ト
(MRS) と部分リセッ ト  (PRS)。 MRS は、 読み出しと書き込み
ポインタを 「0」 に初期化し、 出力レジスタをすべて 「0」 に
セッ ト します。また、この信号はすべてのフラグとコンフ ィギュ
レーシ ョ ン レジスタの値も初期値にリセッ ト します。ワード  サ
イズはピンを介してコンフ ィギュレーシ ョ ンされます ； 3 つの
PORTSZ ピンの値は MRS 中にラッチされます。 電源投入後、
FIFO にアクセスする前にマスター リセッ トが必要です。 
PRS は、読み出しポインタ、書き込みポインタとマークされた
位置をメモリ  アレイ内の最初の物理的位置にリセッ ト します。
この信号はすべてのフラグを初期値にもリセッ ト します。 PRS
は、プログラムされるコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタ値に影
響を与えません。 フラグが正確に動作するために、 デバイス動
作中のコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタへの変更は、 PRS サ
イクルを必要とします。 

ワード  サイズの選択

ワード  サイズは、 マスター リセッ ト  (MRS) サイクル (LOW
エッジから HIGH エッジまでラッチ ) の間だけ、 PORTSZ ピン
上の論理レベルに応じてコンフ ィギュレーシ ョ ン されます。
ポート  サイズは、通常の動作モード中に変更できず、 これらの
ピンは無視される . 表 1 は、ワード  サイズが ×36 以下のモード
で有効なデータがある D[35:0] と Q[35:0]のピンについて説明し
ます。ワード  サイズが × 36 未満の場合、未使用出力ピンは、デ
バイスの制御により ト ライステートになり、 内部論理ブロック
により無視されます。 有効なデータ入力 D[N:0] と出力 Q[N:0]
のピンは表 1 に表示されます。

異なるポート  サイズに応じたメモリ構成

72M ビッ トのメモリは、異なるポート  サイズに応じた異なる構
成を持っています。 表 1 に、 すべてのポート  サイズに応じた
FIFO の深さを示します。

すべてのポート  サイズには、 4 ～ 8ヶ所はデータの書き込みが
不可でエンプテ ィ  フラグとフル フラグの誤った同期化を防止
するために使用されることを注意して く ださい。

表 1.  ワード  サイズ選択

PORTSZ[2:0] ワード  
サイズ

FIFO の深さ  [3] メモリ容量 [3] アクテ ィブなデータ入力 ピン 
D[N:0]

アクテ ィブなデータ出力ピン 
Q[N:0]

000 × 9 8M ビッ ト 72M ビッ ト D[8:0] Q[8:0]
001 × 12 4M ビッ ト 48M ビッ ト D[11:0] Q[11:0]
010 × 16 4M ビッ ト 64M ビッ ト D[15:0] Q[15:0]
011 ×18 4M ビッ ト 72M ビッ ト D[17:0] Q[17:0]
100 × 20 2M ビッ ト 40M ビッ ト D[19:0] Q[19:0]
101 × 24 2M ビッ ト 48M ビッ ト D[23:0] Q[23:0]
110 × 32 2M ビッ ト 64M ビッ ト D[31:0] Q[31:0]
111 ×36 2M ビッ ト 72M ビッ ト D[35:0] Q[35:0]

注

3. すべてのポート  サイズには、 4 ～ 8ヶ所はデータ書き込みが不可です。
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データ有効信号 (DVal)
データ有効 (DVal) はアクティブ LOW 信号で、 RCLK に同期さ
れて、 出力バスでデータが有効であるかをチェ ックするために
提供されます。読み出し動作が実行される時、DVal 信号はデー
タ出力と同時に、 LOW になります。 これにより、 ユーザーは、
REN からデータ出力までのレイテンシを追跡せずにデータを
取り込むことができます。 また、 この信号は、 有効なデータが
出力ポート Q[35:0] で存在する時点を示すことが可能で、 書き
込みと読み出し動作は異なる周波数で連続的に実行される時に
有用です。

書き込みマスクと読み出しスキップ処理

7 ページのアーキテクチャで言及したように、 書き込みを有効
にしますが、 入力ピンを無効にする (IE HIGH) ことにより、 書
き込みの実行もメモリ位置の内容変更もな く、 書き込みポイン
タのみがインクリ メン ト されます。 
この機能は「書き込みマスク処理」 と呼ばれて、これによりユー
ザーは、 実際にメモリのある位置に書き込まず書き込みポイン
タを移動することができます。 この 「書き込みマスク処理」 機
能は、 ピクチャ  イン ピクチャ  (Picture In Picture (PIP)) などの
ビデオ アプリケーシ ョ ンに有用です。 
同様に、 読み出し動作中に、 OE を HIGH にして出力を無効に
する場合、 読み出しデータは出力バスに送信されません。 しか
し、 この場合、 読み出しポインタはまだインクリ メン ト されま
す。 この機能は読み出しスキップ処理として言及されます。

フロースルー メールボックス レジスタ

この機能により、 データは入力ポートから出力ポートへ直接に
転送され、 FIFO シーケンスが不要になります。 MB 信号がア
サート された時、D[35:0] に供給されたデータは、2 つの WCLK
サイクルの後に Q[35:0] で使用可能になります。 フロースルー
メールボックス レジスタの動作中に、通常の読み書き動作は不
可です。 フロースルー メールボッ クス動作を開始する前に、
FIFO からデータ損失を防止するように、 FIFO 読み出しを終了
し、 データ有効信号 DVal を HIGH にする必要があります。 フ
ロースルー メールボックス レジスタの幅は常にポート  サイズ
に対応します。

フラグの動作

このデバイスは、 FIFO の状態を示すために 5 種のフラグ ピン
を提供します。 

フル フラグ

フル フラグ (FF) は、ダブル ワード  (2 ワードのバースト長 ) の
バウンダリで動作し、 デバイスがフルの時、 LOW になります。
FF が LOW になると、WEN の状態に関わらず、書き込み動作は
禁止されます。 FF は WCLK に同期される、 すなわち、 これは

排他的に WCLK の各立ち上がりエッジで更新されます。 フル
フラグの最悪の場合のアサート  レイテンシは 4 サイクルです。
FIFO が 4 クロック  サイクルの間でフルになったことが分から
ないため、 ユーザーはデータ書き込みを継続する可能性ありま
す。 この場合、書き込まれる 4 つのデータ  ワードは、 データ損
失を防止するために保存されます。フル フラグがデアサート さ
れるために、 これらのワードは読み戻す必要があります。 フル
フラグのデアサートに必要な最少読み出しサイクルは 2 で、 フ
ル フラグのデアサートに必要な最大読み出しサイクルは 6 で
す。フル フラグのアサート とデアサート と対応レイテンシは 14
ページのレイテンシ表で説明されます。

ハーフフル フラグ

メモリ  アレイの半分が書き込まれた時、ハーフ  フル (HF) フラ
グは LOW になります。 HF は WCLK に同期されます。 ハーフ
フル フラグのアサー ト とデアサー ト と対応レイテンシは 16
ページのレイテンシ表に説明されます。

 エンプティ  フラグ

エンプテ ィ  フラグ (EF) のデアサートは、 バースト書き込みに
依存し、 デバイスが空になった時に LOW になります。 EF が
LOW になると、 REN の状態に関わらず、 読み出し動作は禁止
されます。 EF は RCLK に同期される、 すなわち、 これは排他
的に RCLK の各立ち上がりエッジで更新されます。エンプテ ィ
フラグのアサート とデアサート と対応レイテンシは 16 ページ
のレイテンシ表に説明されます。

プログラム可能なオールモストエンプテ ィ とオールモスト フル 
フラグ

CYF0072V は、 プログラム可能なオールモス ト エンプテ ィ と
オールモスト フル フラグを備えています。各フラグはワード  バ
ウンダリで動作し、対応のバウンダリ  フラグ ( エンプティ  フラ
グ、 フル フラグ ) から離れた特定の距離をプログラムされます
(9 ページのフラグ オフセッ ト とコンフ ィギュレーシ ョ ン レジ
スタのプログラムを参照 )。 ( オフセッ トの範囲は 6 ワード～
1023 ワードです )。 FIFO が、 フラグがプログラムされるワー
ドの数を含む時、PAF と PAE のいずれかはアサート され、FIFO
がオールモスト フルかオールモストエンプテ ィの状態になった
ことを示します。 PAE と PAF の両方の初期のフラグ オフセッ
ト値は 127 ワードです。これらのプログラム可能なフラグ バウ
ンダリは、 対応の閾値があります。 表 2 に、 オフセッ ト値がデ
フォルト値であることを前提にした時の、 これらの閾値に応じ
た PAE と PAF フラグのアサート とデアサートの条件を示しま
す。

PAFフラグの信号遷移はWCLKの立ち上がりエッジにより発生
し、PAE フラグ遷移は RCLK の立ち上がりエッジにより発生し
ます。 これらのフラグのアサート とデアサート と対応レイテン
シは 16 ページのレイテンシ表に説明されます。

表 2.  プログラム可能なフラグ アサート／デアサート閾値

動作
PAE オフ
セッ ト

FIFO のワード数 - PAE PAF オフ
セッ ト

FIFO のワード数 - PAF

アサート 127 FIFO のワード数 <= (PAE オフセッ ト  + 2)
i.e. FIFO のワード数 <= 129

127 FIFO のワード数 >= FIFO の深さ  - 
( オフセッ ト  + 1)

i.e. FIFO のワード数 >= 2M - 128

デアサート 127 FIFO のワード数 > ( オフセッ ト )
i.e. FIFO のワード数 > 127

127 FIFO のワード数 < FIFO の深さ  - 
( オフセッ ト )

i.e. FIFO のワード数 < 2M - 127
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マーク付き処理後の再送信

再送信機能は、データ  パケッ トの繰り返し転送に有用です。 こ
の機能により、 データの受信をレシーバーで認識し、 必要に応
じて再送信することが可能になります。 再送信動作の開始 (RT
ピンを使用 ) により、 読み出しポインタは、 ユーザーが MARK
ピンを使ってマークされた、 FIFO 内の物理的位置に内部でリ
セッ ト されます。 再送信後にすべての読み出しサイクルが有効
になるため、 データはマークされている位置から始まって読み
出され、 読み出しポインタは FIFO が空になるまでインクリ メ
ン ト されます。 また、 再送信後に FIFO に書き込まれるデータ
も送信します。 FIFO の全体の内容を繰り返し再送信すること
ができます。 
フラグは読み出しと書き込みポインタの相対的な位置により支
配され、 再送信サイクル中に更新されます。 再送信サイクルの
初期化後のフラグ更新の対応レイテンシについては、 レイテン
シ表を参照して ください [4]。 
RT 信号をアサートすると、再送信動作が開始します。2 つ以上
のデータ  ワードが FIFO に書き込まれた時、 再送信機能を使用
することができます。 MARK ピンがアサート された時、 出力バ
スに供給されたデータに対応したメモリ位置はマーキングされ
ます。 再送信動作を開始する前に、 マーク処理が必要です。 
読み出しと書き込み処理の間、 再送信動作を開始しないで くだ
さい。 読み出しを無効にした後、 読み出しが完了することを確
保するために、ユーザーは、 RT 信号をアサートする前に、 4 つ
の RCLK サイクルを待たなければなりません。 
RT の初期化時に、 「マークされた」 位置は新しい 「フル バウン
ダリ」 になります。 再送信動作が開始した後、 ユーザーがデー
タの書き込みを継続する場合、 このバウンダリの上限に達する
と FF がアサート される、 すなわち、 書き込みポインタがマー
クされた位置に達すると、 FF はアサート されます。 これによ
り、 上書きとデータ損失は発生しません。 RT 読み出し中にフ
ル バウンダリはマーク された位置に止まったままになって、
FIFO が空になると、 開放されます。 すなわち、 FIFO 全体が読
み出されるまで FF は LOW のままです。 EF がアサート されて
から LFF_RELEASE クロック  サイクル後、 フル フラグは開放さ
れます。 また、 フル バウンダリはリセッ ト動作 (MRS または
PRS) の時に、 開放されます [4]。

詳細については、 16 ページのレイテンシ表を参照して く ださ
い。 

フラグ オフセッ ト とコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタ
のプログラム

CYF0072V は 10 個の 8 ビッ トのユーザー コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能なレジスタを持っています。 これらのレジスタは、
PAFとPAEフラグがアサート される時点を決めるオールモスト
フル (M) とオールモストエンプテ ィ  (N) フラグのオフセッ ト値
を格納しています。

これらのレジスタは 2 つの方式のいずれかでプログラムするこ
とができます : シ リ アル ロー ド またはパラ レル ロー ド
SPI_SEN ( シリアル イネーブル ) ピンを使ってロード方式を選
択します。 SPI_SEN を LOW にすると、 レジスタへの書き込み
はシリアル ロード方式で行われます。 シリアル プログラ ミン
グには、独立した SCLK とシリアル入力 (SI) があります。パラ
レル モードでは、 ロード  (LD) ピンを LOW にすると、 これら
のレジスタの読み書きは行われます。 書き込みと読み出し動作
は、順に最初の位置 (0x1) から最後の位置 (0xA) まで行います。
LD が HIGH の場合、 FIFO への書き込みは行われます。

選択されたプログラ ミング モード  ( シリアルまたはパラレル )
に関わらず、 レジスタ値をパラレル出力ポート を介して読み出
すことができます。 レジスタ値を連続的に読み出すことは不可
です。 マスター リセッ ト後、 選択された方式がシリアル プロ
グラ ミングかパラレル プログラ ミングに関わらず、レジスタは
どんな時にもプログラム ( そして再プログラム ) することがで
きます。 フラグが正確に動作するために、 デバイス動作中のコ
ンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタへの変更は、 PRS サイクルを
必要とします。

シリアルとパラレル モードでのコンフ ィギュレーシ ョ ン レジ
スタへのアクセスについては、 11 ページの表 4 と 12 ページの
表 5 を参照して ください。

パラレル モードでは、 コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタの最
大アドレス位置に達すると、 読み書き動作はロールオーバーし
ます。コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタの同時読み書き動作を
避ける必要があります。コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタへの
変更は、 8 つの書き込みクロック  (WCLK) サイクル後に有効に
なります。

注

4. エラッ タ : マークと再送信動作中にフラグ動作とフル バウンダリ  フリーズの詳細については、 31 ページのエラッ タを参照して ください。
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表 3.  コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタ

ADDR コンフ ィギューレーシ ョ ン 
レジスタ

初期設定
ビッ ト

[7]
ビッ ト

[6]
ビッ ト

[5]
ビッ ト

[4]
ビッ ト

[3]
ビッ ト

[2]
ビッ ト

[1]
ビッ ト

[0]
0x1 予約済み 0x00 X X X X X X X X
0x2 予約済み 0x00 X X X X X X X X
0x3 予約済み 0x00 X X X X X X X X
0x4 オールモストエンプテ ィ  

(Almost-Empty) フラグ生成ア
ドレス - (LSB) (N)

0x7F D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0x5 オールモストエンプテ ィ  
(Almost-Empty) フラグ生成ア
ドレス - (MSB) (N)

0x00 X X X X X X D9 D8

0x6 予約済み 0x00 X X X X X X X X
0x7 オールモスト フル 

(Almost-Full) フラグ生成アド
レス - (LSB) (M)

0x7F D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0x8 オールモスト フル 
(Almost-Full) フラグ生成アド
レス - (MSB) (M)

0x00 X X X X X X D9 D8

0x9 予約済み 0x00 X X X X X X X X
0xA 高速 CLK ビッ ト  レジスタ 1XXXXXXXb 高速 CLK

ビッ ト

X X X X X X X



CYF0018V
CYF0036V
CYF0072V

文書番号 : 001-95853 Rev. ** ページ 11/34

表 4.  パラレル モードでのコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタの書き込みと読み出し

SPI_SEN LD WEN REN WCLK RCLK SPI_SCLK 動作

1 0 0 1 ↑ 最初の立ち上がり
エッジ (LD と WEN の
両方が LOW のため )

X X 最初のレジスタへのパラレル書
き込み

1 0 0 1 ↑ 2 番目の立ち上がり
エッジ

X X 2 番目のレジスタへのパラレル
書き込み

1 0 0 1 ↑ 3 番目の立ち上がり
エッジ

X X 3 番目のレジスタへのパラレル
書き込み

1 0 0 1 ↑ 4 番目の立ち上がり
エッジ

X X 4 番目のレジスタへのパラレル
書き込み

1 0 0 1 • X X • 

1 0 0 1 • X X • 

1 0 0 1 • X X • 

1 0 0 1 ↑ 10番目の立ち上がり
エッジ

X X 10 番目のレジスタへのパラレ
ル書き込み

1 0 0 1 ↑ 11番目の立ち上がり
エッジ

X X 最初のレジスタへのパラレル書
き込み ( ロールバック )

1 0 1 0 X ↑ 最初の立ち上がり
エッジ (LD と REN の
両方が LOW のため )

X 最初のレジスタからパラレル読
み出し

1 0 1 0 X ↑ 2 番目の立ち上がり
エッジ

X 2 番目のレジスタからパラレル
読み出し

1 0 1 0 X ↑ 3 番目の立ち上がり
エッジ

X 3 番目のレジスタからパラレル
読み出し

1 0 1 0 X ↑ 4 番目の立ち上がり
エッジ

X 4 番目のレジスタからパラレル
読み出し

1 0 1 0 X • X • 

1 0 1 0 X • X • 

1 0 1 0 X • X • 

1 0 1 0 X ↑ 10 番目の立ち上がり
エッジ

X 10番目のレジスタからパラレル
読み出し

1 0 1 0 X ↑ 11 番目の立ち上がり
エッジ

X 最初のレジスタからパラレル
読み出し  ( ロールバック )

1 X 1 1 X X X 処理なし

X 1 0 X ↑ 立ち上がりエッジ X X FIFO メモリへの書き込み

X 1 X 0 X ↑ 立ち上がりエッジ X FIFO メモリから読み出し

0 0 X 1 X X X 無効な動作
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表 5.  シリアル モードでのコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタへの書き込み

SPI_SEN LD WEN REN WCLK RCLK SCLK ??

0 1 X X X X ↑ 立ち上がり

エッジ

SCLK の各立ち上がりで SI 
( シリアル入力 ) から 1 ビッ ト
を取り込む。 SPI プロ ト コル
によると、すべての 10 個のレ
ジスタ をア ド レス指定して、
書き込むことが可能

X 1 0 X ↑ 立ち上がりエッジ X X FIFO メモリへのパラレル書
き込み

X 1 X 0 X ↑ 立ち上がりエッジ X FIFO メモリからパラレル読
み出し

1 0 1 1 X X X これはパラレル モードに対応 
(11 ページの表 4 を参照 )

図 2.  コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタへのシリアル書き込み
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幅の拡大のコンフ ィギュレーシ ョ ン

CYFX072V の幅は、 36 ビッ ト以上のワード幅を提供するために拡張できます。 幅の拡張モードの間、 すべての制御ライン入力は
共通で、 すべてのフラグは使用可能です。 エンプテ ィ  ( フル ) フラグは、 すべての FIFO のエンプティ  ( フル ) フラグを AND する
ことで作成されます ； PAE と PAF フラグはすべてのデバイスから検出することができます。 この技術では、 RCLK と WCLK 間の
スキューのばらつきによる 1 クロック  サイクルずれた FIFO から  ( への ) データ読み出し  ( データ書き込み ) を回避します。図 3 で
は、 2 つの 36 ビッ ト  ワード CYFX072V を使用して 72 ビッ ト  ワードの幅の例を示します。

電源投入

VCC1、VCC2、VCCIO、および VREF が 15 ページの推奨 DC 動作
条件に示した必要な最小の安定電圧に達した後に、 デバイスは
機能します。 これらの電源電圧が最小の必要な電圧レベル (18
ページのスイッチング特性を参照 ) に達した後に、 デバイスは
tPU の間アクセス可能です。このデバイスに必要な特定電源シー
ケンスはありません。

読み出し／書き込みクロック要件

読み出しと書き込みクロックは次の要件を満たす必要がありま
す。

■ 読み出し  (RCLK) と書き込み (WCLK) クロックの両方はフ
リーラニング

■ 両方のクロックのクロック周波数は、15 ページの電気的特性
に示すように、 最小値と最大値の範囲内にある

■ WCLK と RCLK の比率の範囲は 0.5 ～ 2
FIFO が正常に動作するためには、デバイスは、RCLK と WCLK
の内、 どの入力クロッ クがより速いかを決定します。 それは、
MRS サイクル後、 カウンターで評価されます。 デバイスは、

MRS 後に、読み出しと書き込みクロックの 256 サイクルを数え
る 2 つの 9 ビッ トのカウンター (1 つは RCLK で実行、 も う 1
つは WCLK で実行 ) を使用します。 最初にターミナル カウン
トに達するクロック  カウンターを FIFO内でマスター クロック
と して使用します。 
FIFO の通常の動作中に、 RCLK と WCLK の相対的な周波数で
変更がある場合、ユーザーは、 コンフ ィギュレーシ ョ ン レジス
タ  (0xA) 上の 「高速 CLK ビッ ト」 を使用してその変更を指定で
きます。

「1」 : freq (WCLK) > freq (RCLK) を示す 
「0」 : freq (WCLK) < freq (RCLK) を示す

カウンターにより評価された周波数の結果は、 このレジスタ
ビッ トに格納されます。 ユーザーは、 クロックを加速するため
に、 このビッ ト を変更してカウンター評価の周波数をオーバー
ライ ドすることができます。

このビッ ト値に変更がある度に、 次の FIFO への読み書きを実
行する前に、 tPLL の間待たなければなりません。 

図 3.  幅の拡張のために 2 つの CYFX072V を使用

FFFF EF EF

書き込み クロッ ク (WCLK)

書き込みイネーブル(WEN)

PAE

HF

FF

CYFX072V
CYFX072V

3672データ 入力 (D) 36
読み出しクロッ ク (RCLK)

読み出しイネーブル (REN)

出力 イネーブル(OE)

36

データ 出力 (Q)36 72

PAF

EF
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JTAG 動作

CYFX072V は、 図 4 に示すように、 JTAG チェーンで内部的に接続する 2 つのデバイスを持っています。 

図 4.  JTAG チェーンでのデバイス接続

表 6 は IR レジスタ長とデバイス ID を示します。 

device1

TDI TDO

device2

TDI TDO

TMS
TCK

TMS
TCK

TMS
TCK

TDI

TDO

TRST

TRST

表 6.  JTAG IDCODES

IR レジスタの長さ デバイス ID (HEX) バイパス レジスタの長さ

デバイス -1 3 「無視」 1
デバイス -2 8 1E3261CF 1

表 7.  デバイス -1 用の JTAG 命令

デバイス -1 オペコード  (2 進数 )
BYPASS 111

表 8.  デバイス 2 の JTAG 命令

デバイス 2 オペコード  (HEX)
EXTEST 00
HIGHZ 07

SAMPLE/PRELOAD 01
BYPASS FF
IDCODE 0F
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最大定格

最大定格を超えると  デバイスの寿命が短く なる可能性があり
ます。 これらのユーザー ガイ ド ラインはテス ト されていませ
ん。

保存温度 ( バイアス無し ) ........................ –65°C ～ +150°C

通電時の周囲温度...................................... –55°C ～ +125°C
グランド電位を基準にしたコア電源電圧 1 (VCC1) 
 ........................................................................ –0.3V ～ 2.5V
グランド電位を基準にしたコア電源電圧 2 (VCC2) 
 ...................................................................... –0.3V ～ 1.65V
ラッチアップ電流 ............................................... >100mA
I/O ポートの電源電圧 (VCCIO) ........................ –0.3V ～ 3.7V

I/O ピンに印加される電圧 ............................ –0.3V ～ 3.75V
出力への出力電流 (LOW) ............................................ 24mA
静電放電時の電圧 
(MIL–STD–883、 メ ソ ッ ド 3015) ............................ > 2001V

動作範囲

範囲 周囲温度

産業用 –40°C ～ +85°C

推奨 DC 動作条件

パラメーター [5] 説明 Min Typ Max 単位

VCC1 コア電源電圧 1 1.70 1.80 1.90 V
VCC2 コア電源電圧 2 1.425 1.5 1.575 V
VREF 基準電圧 ( 使用した I/O 標準に無関係 ) 0.7 0.75 0.8 V
VCCIO I/O 電源電圧、 読み出しと書き込みバンク LVCMOS33 3.00 3.30 3.60 V

LVCMOS18 1.70 1.8 1.90 V

電気的特性

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

ICC アクテ ィブ電流 VCC1 = VCC1MAX – – 300 mA
VCC2 = VCC2MAX 
( すべての I/O が動作中、 動作速度
が 133MHz) 

– – 600 mA

VCCIO = VCCIOMAX 
( すべての出力が無効 )

– – 100 mA

II 入力ピンのリーク電流 VIN = VCCIOmax ～ 0V –15 – 15 µA
IOZ I/O ピンのリーク電流 VO = VCCIOmax ～ 0V –15 – 15 µA
CP TMS と TCK の静電容量 – – – 16 pF
CPIO TMS と TCK 以外のすべてのピ

ンの静電容量
– – – 8 pF

注

5. 電源供給速度が 1V/µs 以上の場合、 デバイス動作が保証されます。
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I/O 特性

( 動作範囲において )

I/O 標準
定格 I/O
電源電圧

入力電圧 (V) 出力電圧 （V） 出力電流 (mA)
VIL(max) VIH(min) VOL(max) VOH(min) IOL(max) IOH(max)

LVCMOS33 3.3V 0.80 2.20 0.45 2.40 24 24
LVCMOS18 1.8V 30% VCCIO 65% VCCIO 0.45 VCCIO – 0.45 16 16

レイテンシ表

レイテンシ パラメーター サイクルの数 詳細

LFF_ASSERT Max = 4 最後のデータ書き込みから FF が LOW になるまでの時間

LEF_ASSERT 0 最後のデータ読み出しから EF が LOW になるまでの時間

LPRS_TO_ACTIVE 32 [6] PRS デアサートから通常動作までの時間

LMAILBOX 2 MB = 1 (wrt WCLK) の時、 書き込みポートから読み出しポートまでのレイテンシ 
LREN_TO_DATA 4 RENがLOWにアサート されてから FIFOからの最初のデータ出力までのレイテンシ

LREN_TO_CONFIG 4
REN と LD がアサート されてから、コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタからの最初の
データ読み出しまでのレイテンシ

LWEN_TO_PAE_HI 5 [6]
書き込みから PAE が HIGH になるまでのレイテンシ

LWEN_TO_PAF_LO 5 [6]
書き込みから PAF が LOW になるまでのレイテンシ

LREN_TO_PAE_LO 7 [6]
読み出しから PAE が LOW になるまでのレイテンシ

LREN_TO_PAF_HI 7 [6]
読み出しから PAF が HIGH になるまでのレイテンシ

LFF_DEASSERT 8 [6]
読み出しから FF が HIGH になるまでのレイテンシ

LRT_TO_REN 17

RT が LOW になった後の最初の RCLK ポジティブ エッジから REN が LOW になる
ことによる読み出し開始までのレイテンシ。 再送信処理の開始後、 この期間中にフ
ラグを更新

LRT_TO_DATA Max = 21 [6] RT が LOW になった後の最初の RCLK ポジティブ エッジから Q[35:0] 上のデータ
が有効になるレイテンシ

LIN Max = 26 [6]
同時読み書き中に FIFO が空になった後のデータ読み出し用の初期レイテンシ

LEF_DEASSERT Max = 24 [6]
書き込みから EF が HIGH になるまでのレイテンシ

LFF_RELEASE 
[7] Max = 6 再送信の読み出し中、 EF が LOW になってから FF のデアサートまでのレイテンシ

注

6. これらのレイテンシ値はクロック比率が 1 の場合、 有効になります。
7. エラッ タ : マークと再送信動作中にフラグ動作とフル バウンダリ  フリーズの詳細については、 31 ページのエラッ タを参照して ください。
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図 5.  AC テスト負荷条件

(a) VCCIO = 1.8V

(b) VCCIO = 3.3V

(c) すべての入力パルス

 

30
0.9V

 

30
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スイッチング特性

パラメーター 説明
-133

単位
Min Max

tPU すべての電源電圧が最小値に達した後の電源投入時間 – 2 ms

tS クロック  サイクル周波数 3.3V LVCMOS 24 133 MHz

tS クロック  サイクル周波数 1.8V LVCMOS 24 133 MHz

tA データ  アクセス期間 – 10 ns

tCLK クロック  サイクル期間 7.5 41.67 ns

tCLKH クロック HIGH 時間 3.375 – ns

tCLKL クロック LOW 時間 3.375 – ns

tDS データ  セッ トアップ時間 3 – ns

tDH データ  ホールド時間 3 – ns

tENS イネーブル セッ トアップ時間 3 – ns

tENH イネーブル ホールド時間 3 – ns

tENS_SI SPI_SI ピンと SPI_SEN ピンのセッ トアップ時間 5 – ns

tENH_SI SPI_SI ピンと SPI_SEN ピンのホールド時間 5 – ns

tRATE_SPI SCLK の周波数 – 25 MHz

tRS リセッ ト  パルス幅 100 – ns

tPZS ポート  サイズ セレク ト有効から MRS セッ トアップまでの時間 25 – ns

tPZH MRS 有効からポート  サイズ セレク トまでのホールド時間 25 – ns

tRSF リセッ トからフラグ出力までの時間 – 50 ns

tPRT 再送信時のパルス幅 5 – RCLK
サイクル

tOLZ 出力イネーブルから出力が LOW Z になるまでの時間 4 15 ns

tOE 出力イネーブルから出力有効までの時間 – 15 ns

tOHZ 出力イネーブルから出力が HI-Z になるまでの時間 – 15 ns

tWFF 書き込みクロックから FF 有効までの時間 – 8.5 ns

tREF 書き込みクロックから EF 有効までの時間 – 8.5 ns

tPAF クロック有効から PAF フラグ有効までの時間 – 17 ns

tPAE クロック有効から PAE フラグ有効までの時間 – 17 ns

tHF クロック有効から HF フラグ有効までの時間 – 17 ns

tPLL PLL を同期化するのに必要な時間 – 1024 サイクル

tRATE_JTAG JTAG TCK サイクル時間 100 – ns

tS_JTAG JTAG TMS、 TDI のセッ トアップ時間 8 – ns

tH_JTAG JTAG TMS、 TDI のホールド時間 8 – ns

tCO_JTAG JTAG TCK が LOW になってから TDO が有効になるまでの時間 – 20 ns
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スイッチング波形
図 6.  書き込みサイクルのタイ ミング

図 7.  読み出しサイクルのタイ ミング
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図 8.  リセッ ト  タイ ミング

図 9.  MRS 有効から PORTSZ[2:0] 有効までの時間

スイッチング波形 ( 続き )
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図 10.  エンプティ  フラグのタイ ミング

図 11.  フル フラグのタイ ミング

スイッチング波形 ( 続き )
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図 12.  新規データ入力前の初期レイテンシ

図 13.  フロースルー メールボックス動作

スイッチング波形 ( 続き )
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図 14.  コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタの書き込み

図 15.  コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタの読み出し

図 16.  エンプティ  フラグのデアサート

スイッチング波形 ( 続き )
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図 17.  エンプティ  フラグのアサート

図 18.  フル フラグのアサート

スイッチング波形 ( 続き )
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注

8. エラッ タ : マークと再送信動作中にフラグ動作とフル バウンダリ  フリーズの詳細については、 31 ページのエラッ タを参照して ください。
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図 19.  フル フラグのデアサート

図 20.  PAE アサート とデアサート

スイッチング波形 ( 続き )
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注

9. プログラム可能なフラグ バウンダリについては、 8 ページの表 2 と 16 ページのレイテンシ表を参照して ください。
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図 21.  PAF アサート とデアサート

図 22.  HF アサート とデアサート

スイッチング波形 ( 続き )
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注

10. プログラム可能なフラグ バウンダリについては、 8 ページの表 2 と 16 ページのレイテンシ表を参照して ください。



CYF0018V
CYF0036V
CYF0072V

文書番号 : 001-95853 Rev. ** ページ 27/34

図 23.  マーク

図 24.  再送信

スイッチング波形 ( 続き )
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注

11. エラッ タ : マークと再送信動作中にフラグ動作とフル バウンダリ  フリーズの詳細については、 31 ページのエラッ タを参照して ください。
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注文情報

速度 (MHz) 注文コード パッケージ図 パッケージ タイプ 動作範囲

133 CYF0018V33L-133BGXI 51-85167 209 ボール FBGA (14×22×1.76mm) 産業用

CYF0036V33L-133BGXI

CYF0072V33L-133BGXI

CYF0018V18L-133BGXI

CYF0072V18L-133BGXI

 

注文コードの定義

I/O 電圧 :

V18 = 1.8V

容量：

018 = 18M

サイプレス

CY F X XXX VXX X - XXX BGXI

FIFO

I/O 標準 :
L = LVCMOS

036 = 36M
072 = 72M

V33 = 3.3V

速度 :
133MHz

0 - シングル キュー
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パッケージ図
図 25.  209 ボール FBGA (14×22×1.76mm) BB209A パッケージ図、 51-85167

51-85167 *C
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略語 本書の表記法

測定単位略語 説明

FF Full Flag ( フル フラグ )
FIFO First In First Out ( 先入れ先出し )
HF Half Full ( ハーフ  フル )
IE Input Enable ( 入力イネーブル )
I/O Input/Output ( 入力／出力 )
FBGA Fine-Pitch Ball Grid Array 

( ファイン ピッチ ボール グリ ッ ド  アレイ )
JTAG Joint Test Action Group 

( ジ ョ イン ト  テス ト  アクシ ョ ン グループ )
LSB Least Significant Bit ( 最下位ビッ ト )
LVCMOS Low Voltage Complementary Metal Oxide 

Semiconductor ( 低電圧相補型金属酸化膜半導体 )
MB Mailbox ( メールボックス )
MRS Master Reset ( マスター リセッ ト )
MSB Most Significant Bit ( 最上位ビッ ト )
OE Output Enable ( 出力イネーブル )
PAF Programmable Almost-Full

( プログラム可能なオールモスト フル )
PAE Programmable Almost-Empty

( プログラム可能なオールモストエンプテ ィ )
PRS Partial Reset ( 部分リセッ ト )
RCLK Read Clock ( 読み出しクロック )
REN Read Enable ( 読み出しイネーブル )
RCLK Read Clock ( 読み出しクロック )
SCLK Serial Clock ( シリアル クロック )
TCK Test Clock ( テスト  クロック )
TDI Test Data In ( テストデータ入力 )
TDO Test Data Out ( テストデータ出力 )
TMS Test Mode Select ( テスト  モード選択 )
WCLK Write Clock ( 書き込みクロック )
WEN Write Enable ( 書き込みイネーブル )

記号 測定単位

°C 摂氏温度

MHz メガヘルツ

µA マイクロアンペア

mA ミ リアンペア

mm ミ リ メートル

ms ミ リ秒

ns ナノ秒

Ω オーム

pF ピコファラッ ド

V ボルト

W ワッ ト
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エラッ タ

本セクシ ョ ンでは、 18M ビッ ト、 36M ビッ ト、 72M ビッ トのプログラム可能な FIFO 用のエラッ タについて説明します。 詳細は、
エラッ タのト リガー条件、 影響の範囲、 可能な回避手段、 シリコン リビジ ョ ンの適用可能性を含みます。 何かご質問がございまし
たら、最寄りのサイプレスの販売代理店にお問い合わせいただ くか、または www.cypress.com/support にテクニカル サポート  ケー
スを提示して ください。

影響を受ける型番

18M ビッ ト、 36M ビッ ト、 および 72M ビッ トのプログラム可能な FIFO の認定状態

製品の状態 : 量産中

18M ビッ ト、 36M ビッ ト 72M ビッ トのプログラム可能な FIFO のエラッ タのまとめ

この表では、 既存の 18M ビッ ト、 36M ビッ ト、 72M ビッ トのプログラム可能な FIFO ファ ミ リ  デバイスに適用可能なエラッ タを
定義しています。 「X」 は、 エラッ タは選択されたデバイスに関連することを示します。 

型番 デバイスの特性

CYF0018V33L-133BGXI 18M ビッ トのプログラマブル シングル キュー FIFO (3.3V LVCMOS)
CYF0018V18L-133BGXI 18M ビッ トのプログラマブル シングル キュー FIFO (1.8V LVCMOS)
CYF0036V33L-133BGXI 36M ビッ トのプログラマブル シングル キュー FIFO (3.3V LVCMOS)
CYF0072V33L-133BGXI 72M ビッ トのプログラマブル シングル キュー FIFO (3.3V LVCMOS)
CYF0072V18L-133BGXI 72M ビッ トのプログラマブル シングル キュー FIFO (1.8V LVCMOS)
CYF2072V33L-100BGXI 72M ビッ トのプログラマブル 8 つのキュー FIFO (3.3V LVCMOS)

項目 製品番号 シリコン バージ ョ ン 修正状況

1. 再送信問題 CYF0018V
CYF0036V

X 修正中

CYF0072V
CYF2072V

X 日付コードが WW1331 以降のエラー修正済み製品

2. フル バウンダリのフリーズ状態 CYF0018V
CYF0036V

X 修正中

CYF0072V
CYF2072V

X 日付コードが WW1331 以降のエラー修正済み製品
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1. 再送信問題

■ 問題の定義

再送信サイクル中にフラグ故障 : フラグ (PAE、 HF、 PAF、 FF) は再送信サイクル中に更新されません。 これらのフラグは、 再
送信サイクルの終了には復元されません。エンプティ  フラグ (EF) とデータ有効信号 (DVal) の機能は、デバイス動作中に影響を
受けな く変わりはありません。

■ 影響を受けるパラ メーター

各フラグ (PAE、 HF、 PAF、 および FF) は再送信サイクル中に更新されないため、対応レイテンシとタイ ミング パラメーターは
適用できません。

■ ト リガ条件

RT 信号による再送信サイクルの開始 

■ 影響の範囲

再送信サイクルの開始時に、 フラグ (PAE、 HF、 PAF、 および FF) は FIFO の状態を正し く反映できません。 これらのフラグが
更新されないため、 これらのフラグにより再送信中に FIFO のワード数を追跡するアプリケーシ ョ ンにエラーが観察されること
があります。 再送信サイクル後にフラグ復元を保証する、 すなわち、 再送信サイクルの終了後、 フラグの機能を復元し、 FIFO
の通常動作を再開するために、 障害が発生すると、 1 つのリセッ ト  サイクル ( シングル キュー デバイスには部分リセッ ト、 マ
ルチ キュー デバイスにはマスター リセッ ト ) が行われます。

■ 回避方法

再送信サイクル中に、 PAE、 HF、 PAF、 および FF 機能を復元する回避方法はありません。 
再送信サイクルの終了後、FIFO が正常に動作するために、リセッ ト  サイクル ( シングル キューには部分リセッ ト、マルチ キュー
デバイスにはマスター リセッ ト ) を実行して PAE、 HF、 PAF、 および FF 機能を復元することができます。

■ 問題解決状況

以上の問題を修正中です。 設計修正のデバイスでは、 用意したフラグ機能は、 再送信中に復元されます。 再送信サイクル後、
FIFO の通常動作を再開するために、 リセッ トは必須ではありません。問題解決済みのデバイスは 2013 年 2 月 04 日から利用で
きるようになります。 

2. フル バウンダリのフリーズ状態

■ 問題の定義

フル バウンダリのフリーズ状態 : RT 初期化の時に、 マークされた位置 (MARK ピンを使ってマーク ) は新しいフル フラグ バウ
ンダリになりません。 

■ 影響を受けるパラ メーター

LFF_RELEASE: CYF0018V と CYF0036V には、 マークされた位置は、 再送信動作の開始時に新しいフル バウンダリになりませ
ん。 従って、 このパラ メーターは影響を受けます。 

■ ト リガ条件

該当なし  

■ 影響の範囲

RT の初期化の時に、マークされた位置を越えた FIFO メモリ位置へのデータ書き込みは FIFO のオーバーフローとして見なされ
ます。 これにより、 データ損失が発生します。 

■ 回避方法

設計修正なしでデバイスのオーバーフロー状態を防止する回避方法はありません。 

■ 問題解決状況

設計修正済みのデバイスには、 マークされた位置は新しいフル バウンダリになります。 マークされた位置を新しいフル バウン
ダリ とする修正されたデバイスは、日付コードが WW1331 (2013 年 8 月 ) 以降の 72M のデバイス (CYF0072V と CYF2072V) に
利用できます。 CYF0018V と CYF0036V は、 フル バウンダリ  フリーズ問題が修正中です。
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改訂履歴

文書名 : CYF0018V/CYF0036V/CYF0072V、 18/36/72M ビッ トのプログラマブル FIFO
文書番号 : 001-95853
版 ECN 変更者 発行日 変更内容

** 4722786 TOSI 05/14/2015 これは英語版 001-53687 Rev. *O を翻訳した日本語版 001-95853 Rev. ** です。
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